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茨城県つくば市六斗１０１２－３

自己評価作成日 平成２７年４月５日
評価結果

市町村受理日

※　事業所の基本情報は、介護サービス情報の公表制度のホームページで閲覧してください。

基本情報
リンク先URL

【評価機関概要（評価機関記入）】

評価機関名

所 在 地

訪問調査日 平成２７年５月２１日
評価機関
決 済 日

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

【外部評価で確認した事業所の優れている点・工夫点（評価機関記入）】

グループホーム　はなぞの

０８９２０００１８３

株式会社　敬寿会

自己評価及び外部評価結果

作成日　　平成２７年１１月１０日

  事業所から徒歩で１０分程の所に地域の公園があり、区長からの誘いで花見に参加したり、事業
所の庭で花や野菜を育てるなど、利用者と職員で季節感や収穫を楽しみにしている。
　つくば市の依頼により、事業所は定期的に「よろず相談所」として地域住民の相談窓口となり、
市や他事業所と連携を図りながら適切なサービスに結びつけている。

所 在 地

〒310－8586
水戸市千波町１９１８番地　　茨城県総合福祉会館内

http://www.kaigokensaku.jp/08/index.php?action_kouhyou_detail_2014_022_kihon
=true&JigyosyoCd=0892000183-00&PrefCd=08&VersionCd=022

社会福祉法人茨城県社会福祉協議会

平成２７年１１月１７日

・日常生活用具はご自分のものをそのままお使いいただけます。・冷暖房付きの完全個室でプライ
バシーを保護しながら、家庭的な雰囲気の中でその人らしさを大切にしています。自然に囲まれた
住環境の中でのびのびとした生活が送れます。協力病院と提携した健康管理と緊急時の対応がス
ムーズにできるシステム構築があります。ご利用者様と職員が一緒になって、野菜切りや洗濯物を
たたんだり、床掃除をしたりしています。又、歌やゲームに参加して毎日を楽しく過ごしていま
す。

平成２７年１１月１０日

http://www.kaigokensaku.jp/08/index.php?action_kouhyou_detail_2014_022_kihon=true&JigyosyoCd=0892000183-00&PrefCd=08&VersionCd=022
http://www.kaigokensaku.jp/08/index.php?action_kouhyou_detail_2014_022_kihon=true&JigyosyoCd=0892000183-00&PrefCd=08&VersionCd=022


☆この評価は、受審事業所が自主的なサービス改善を行う努力を支援するための評価であり、調査当日の事業所の状況や提出された書類に基づいて評価したものです。

2 社会福祉法人茨城県社会福祉協議会

自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

Ⅰ　理念に基づく運営

○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏
まえた事業所理念をつくり、管理
者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら
暮らし続けられるよう、事業所自
体が地域の一員として日常的に交
流している

○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上
げている認知症の人の理解や支援
の方法を、地域の人々に向けて活
かしている

○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者や
サービスの実際、評価への取り組
み状況等について報告や話し合い
を行い、そこでの意見をサービス
向上に活かしている

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

3カ月毎に運営委員会を開催
し、事業所の運営実績や予定
を報告している。会議内で出
た意見を参考にしサービス向
上に努めている。家族には家
族会で、職員には会議で報告
している。

1 1

2 2

3

4 3

自冶会に加入し回覧板を通し
て地域の情報を得ている。
又、地区の清掃活動に参加し
地域住民との交流を図ったり
し、ホーム内の行事のお誘い
や散歩で会った住民の方との
会話やコミニケーションを心
掛けている。

近隣の方々、民生委員、高齢
福祉課、ボランティア団体等
の情報交換を行なっている。
つくば市の認知症よろず相談
所として相談窓口を設けて相
談を受けている。

法人の理念とはなぞの独自の
理念があり、朝の申し送りの
時に順番に読み合わせをして
いる。ご家族様や来所者にわ
かるように、両方の理念は玄
関の見やすい位置に掲示して
いる。

外　部　評　価

　法人の理念には、地域密着型サービスの意義
を踏まえた内容が明記され、事業所の理念には
個性を大切にする意味合いが明記されており、
玄関に掲示して家族等にも説明をしている。
　職員間でケアに困った時は理念に戻る事とし
ている。

　事業所は自治会に加入しており、回覧板で地
域の情報を得たり、地域の清掃に参加してい
る。
　地域住民が野菜の差し入れをしてくれたり、
事業所の菜園のアドバイスをしてくれるほか、
区長からの誘いで近隣の公園でのお花見に参加
をするなど、日常的に交流している。

　運営推進会議は市職員や区長、民生委員が参
加して、運営状況や事業所の事業報告、地域の
イベントや清掃活動について情報交換をしてお
り、参加者の都合に合わせて平日の日中に開催
している。
　家族等の参加を得るまでには至っていない
が、３ヶ月に１度の家族会で内容の報告をして
いる。
　



☆この評価は、受審事業所が自主的なサービス改善を行う努力を支援するための評価であり、調査当日の事業所の状況や提出された書類に基づいて評価したものです。

3 社会福祉法人茨城県社会福祉協議会

自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

外　部　評　価

○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を
密に取り、事業所の実情やケア
サービスの取組みを積極的に伝え
ながら、協力関係を築くように取
り組んでいる

○身体拘束をしないケアの実践

　代表者及び全ての職員が「指定
地域密着型サービス指定基準及び
指定地域密着型介護予防サービス
指定基準における禁止の対象とな
る具体的な行為」を正しく理解し
ており、玄関の施錠を含めて身体
拘束をしないケアに取り組んでい
る

○虐待の防止の徹底

　管理者や職員は、高齢者虐待防
止法等について学ぶ機会を持ち、
利用者の自宅や事業所内での虐待
が見過ごされることがないよう注
意を払い、防止に努めている

○権利擁護に関する制度の理解と
活用

　管理者や職員は、日常生活自立
支援事業や成年後見制度について
学ぶ機会を持ち、個々の必要性を
関係者と話し合い、それらを活用
できるよう支援している

毎月定期的に開催される地域
密着型サービス連絡会に参加
し情報交換を行い協力関係を
築いている。現在、つくば市
の要請で毎月15日よろず相談
所を開催している。又、４月
よりつくば市介護支援ボラン
ティア受入機関の指定を受け
ている。

身体拘束のマニュアルがあ
り、ホーム内にポスターを掲
示しています。スタッフ会議
内で話し合いの機会を設け、
身体拘束の理解を含めてい
る。居室の全てにおいて鍵は
なく、日中は玄関の鍵はかけ
ず、ドアを解放している。

虐待防止マニュアルがあり。
防止に努めている。勉強会、
研修等に参加している。

資料を配置し、閲覧できるよ
うにしている。相談できる体
制を作っている。

5 4

6 5

7

8

　施設長はつくば市地域密着型サービス事業所
連絡会に定期的に参加し、情報交換をしてい
る。
　事業所はつくば市からの要請で、毎月定めら
れた日に「よろず相談所」として地域住民の相
談窓口となっており、介護相談に応じるなど、
市や他事業所と連携を図りながら入居につなげ
ている。
　つくば市介護支援ボランティアを受け入れ、
草刈りや尺八演奏を実施してもらっている。

　身体拘束をしないケアに取り組み、日中は玄
関及び庭につながる掃き出し窓は施錠していな
い。
　重要事項説明書に身体拘束は行なわないが、
やむを得ず身体拘束を行なう場合もあることを
明記し、契約の際に家族等に説明をしている。
　開設以来対象者がいなかったこともあり、身
体拘束に関する内部研修や、やむを得ず身体拘
束を行なう場合に備え、同意書や経過観察記録
等の書類を整備するまでに至っていない。

　マニュアルにそった内部
研修を定期的に実施し、や
むを得ず身体拘束を行なう
場合に備え、同意書や経過
観察記録等の書類を整備す
ることを期待する。
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4 社会福祉法人茨城県社会福祉協議会

自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

外　部　評　価

○契約に関する説明と納得

　契約の締結、解約又は改定等の
際は、利用者や家族等の不安や疑
問点を尋ね、十分な説明を行い理
解・納得を図っている

○運営に関する利用者、家族等意
見の反映

　利用者や家族等が意見、要望を
管理者や職員並びに外部者へ表せ
る機会を設け、それらを運営に反
映させている

○運営に関する職員意見の反映

　代表者や管理者は、運営に関す
る職員の意見や提案を聞く機会を
設け、反映させている

○就業環境の整備

　代表者は、管理者や職員個々の
努力や実績、勤務状況を把握し、
給与水準、労働時間、やりがいな
ど、各自が向上心を持って働ける
よう職場環境・条件の整備に努め
ている

各職員の勤務環境を良く把握
し、生き生きと勤務出来る
様、又目標を持って仕事を向
上出来る様に努めている。

契約時に利用約款・重要事項
を十分に説明し理解・納得さ
れた上で署名・捺印を頂いて
いる。又、いつでも、閲覧で
きるように配置してある。

家族会を定期的に開催し、意
見、要望等伺っている。家族
会での意見、要望は職員会議
等で報告し運営に反映させて
いる。

毎月1度職員会議を開催し、議
事録を作成し、全職員がしっ
かり把握出来る様全員に確認
印をもらって統一を図ってい
る。又、職員の意見、提案を
いつでも聞き運営に反映でき
るよう努めている。

11 7

12

9
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　行事に合わせて家族会を定期的に開催し、事
業所からの報告や家族等からの意見、要望を聴
いている。
　欠席の家族等には、電話やはなぞの新聞と一
緒に報告書を郵送しているが、家族アンケート
を実施して意見等を吸いあげるまでには至って
いない。
　「職員の名前と顔が一致しないので、写真を
掲示して欲しい」や「外出が困難なので、移動
販売をして欲しい」との要望を受け、各ユニッ
トに写真を貼り出しているほか、地域の個人商
店に協力を得て、食品や衣類、雑貨の買い物を
楽しめるよう支援している。

　家族会に出席できない家
族等や意見を出し難い利用
者、家族等の声を吸いあげ
て運営に反映していくた
め、年１回でも無記名の家
族アンケートを実施するこ
とを期待する。

　管理者は月１回の職員会議で、職員の意見や
提案を聞く機会を設けているほか、日頃から何
でも言い合える環境づくりに努めている。
　職員から洗濯機やシャワーチェアーの老朽化
や、クーラーの不具合の報告を受け、買い換え
を行なっている。
　管理者は職員と個人面談を行い、生活状況に
応じて勤務調整をするなど、働き易い職場の環
境整備に努めている。
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5 社会福祉法人茨城県社会福祉協議会

自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

外　部　評　価

○職員を育てる取組み

　代表者は、管理者や職員一人ひ
とりのケアの実際と力量を把握
し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニン
グしていくことを進めている

○同業者との交流を通じた向上

　代表者は、管理者や職員が同業
者と交流する機会をつくり、ネッ
トワークづくりや勉強会、相互訪
問等の活動を通じて、サービスの
質を向上させていく取組みをして
いる

Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

○初期に築く本人との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階
で、本人が困っていること、不安
なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、本人の安心を確保するための
関係づくりに努めている

○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階
で、家族等が困っていること、不
安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、関係づくりに努めている

○初期対応の見極めと支援

　サービスの利用を開始する段階
で、本人と家族等が「その時」ま
ず必要としている支援を見極め、
他のサービス利用も含めた対応に
努めている

ご本人の困っていること、不
安なこと、思い、要望等を聞
き、アセスメントを取り、以
前対応していたケアマネー
ジャー・家族からも情報収集
している。

毎月開催されるつくば市地域
密着型サービス連絡会、勉強
会、親睦会に出席し、色々な
問題等を共有し意見交換を行
い、お互いの質の向上に努め
ている。

家族の思いや、要望に対して
念密に面談を行なって関係づ
くりに努めている。

ご本人様、ご家族様と共に話
をし、ＡＤＬ・認知度を良く
把握した上で支援内容等を検
討している。状況に応じて他
のサービスを勧める事もあ
る。

年間研修計画を作成し勉強会
を行なっている。本人に声掛
けし、直接思いを聞き取れる
ようにしている。
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6 社会福祉法人茨城県社会福祉協議会

自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

外　部　評　価

○本人と共に過ごし支え合う関係

　職員は、本人を介護される一方
の立場に置かず、暮らしを共にす
る者同士の関係を築いている

○本人と共に支え合う家族との関
係

　職員は、家族を支援される一方
の立場に置かず、本人と家族の絆
を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

○馴染みの人や場との関係継続の
支援

　本人がこれまで大切にしてきた
馴染みの人や場所との関係が途切
れないよう、支援に努めている

○利用者同士の関係の支援

　利用者同士の関係を把握し、一
人ひとりが孤立せずに利用者同士
が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

○関係を断ち切らない取組み

　サービス利用（契約）が終了し
ても、これまでの関係性を大切に
しながら、必要に応じて本人・家
族の経過をフォローし、相談や支
援に努めている

利用者様一人ひとりの状況・
状態を考慮した上で、利用者
様同士が関わりあえるような
普段の座席配置、レクリエー
ションや行事の際の席も工夫
しながら決めている。

契約終了時に、ご本人様とご
家族様に確認した上で、行事
の案内やボランティアのお誘
いをするようにしている。入
院時にはお見舞等行なってい
る

家族会の際に飲食や行事に参
加できる環境づくりを行なっ
ている。又、ホームに面会に
来られた際には、居室で家族
だけになれる時間を作ってい
る。

ご本人の尊厳を尊重し、人生
の先輩ということを念頭にご
本人からも学び、一人ひとり
個性に合った接し方や、ご本
人ができることを大切にして
いる。

ご本人が大切にしてきた人に
電話が使えるようにしてい
る。外出時にはご本人に行き
たいお店等の希望を確認して
いる。
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　面会はいつでもできるようになっており、利用
者が馴染みの人と連絡を取りたいとの要望があ
る時は、事業所の電話を貸し出し、会話が出来
るよう支援している。
　利用者が馴染みの場所や地域での買い物を希
望した際には、管理者が付き添って外出してい
る。
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自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
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Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

○思いや意向の把握

　一人ひとりの思いや暮らし方の
希望、意向の把握に努めている。
困難な場合は、本人本位に検討し
ている。

○これまでの暮らしの把握

　一人ひとりの生活歴や馴染みの
暮らし方、生活環境、これまでの
サービス利用の経過等の把握に努
めている

○暮らしの現状の把握

　一人ひとりの一日の過ごし方、
心身状態、有する力等の現状の把
握に努めている

○チームでつくる介護計画とモニ
タリング

　本人がより良く暮らすための課
題とケアのあり方について、本
人、家族、必要な関係者と話し合
い、それぞれの意見やアイディア
を反映し、現状に即した介護計画
を作成している

日々の体調や表情、気づいた
ことなど、介護日誌、当直日
誌、プログレスノート、利用
者様観察ノート、介護経過
ノートに記載している。

外出、行事時の利用者様の参
加の有無等はご本人様の希望
を伺っている。生活歴を踏ま
え日々の生活の中での会話や
表情、行動などから思いや希
望を把握・理解できるよう努
めている。

ご家族様からの情報や以前に
とったアセスメント等を参考
にしながら職員に周知しても
らい、カルテに保管し把握に
努めている。

3カ月に一回のモニタリング、
6ヵ月に一度介護計画を作成
し、状況・状態の変化が見ら
れた際には随時作成し直す。
ご家族様への説明もその都度
行い、月に一度の会議や個人
ノート等で利用者様の現況の
情報の共有を図っている。
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24

　利用者の訴えや家族等からの要望は少ない
が、職員は日々の関わりの中で、会話や表情な
どから思いや希望を汲み取るように努めてい
る。
　食事を楽しみにしている利用者が多いことか
ら、外食を検討している。

　３ヶ月毎のモニタリングと６ヶ月毎の介護計
画作成を基本とし、介護日誌や当直日誌、担当
者会議で状況に変化が生じている際には、その
都度見直しをしている。
　介護計画作成時の担当者会議に家族等が参加
できない場合は、計画作成担当者が事前に聴き
取りをし、介護計画書完成後に確認と承認を得
ている。

25

26 10
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○個別の記録と実践への反映

　日々の様子やケアの実践・結
果、気づきや工夫を個別記録に記
入し、職員間で情報を共有しなが
ら実践や介護計画の見直しに活か
している

○一人ひとりを支えるための事業
所の多機能化

　本人や家族の状況、その時々に
生まれるニーズに対応して、既存
のサービスに捉われない、柔軟な
支援やサービスの多機能化に取り
組んでいる

○地域資源との協働

　一人ひとりの暮らしを支えてい
る地域資源を把握し、本人が心身
の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう
支援している

○かかりつけ医の受診支援

　受診は、本人及び家族等の希望
を大切にし、納得が得られたかか
りつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるよ
うに支援している

○看護職員との協働

　介護職員は、日常の関わりの中
でとらえた情報や気づきを、職場
内の看護職員や訪問看護師等に伝
えて相談し、個々の利用者が適切
な受診や看護を受けられるように
支援している

定期的に区長、民生委員、地
域のボランティア、地元の消
防署と連絡・連携を取り、毎
日安心・安全で楽しい生活を
送れるよう支援している。

入居時に協力病院の主治医に
ついて確認を行なっている。
毎月、個別と集団往診に来て
もらい、希望される場合はご
本人の往診日でない日にも往
診可能であり、状況に応じて
主治医の判断で検査を行なっ
ている。
毎週木曜日に来る看護師に
日々の利用者様の様子を伝
え、血圧測定、必要に応じて
医師の判断のもと採血・採尿
等実施している。24時間体制
で緊急時の対応も行なってい
ます。
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利用者様の日々の様子を朝・
夕の申し送り、カンファレン
ス、個別のプログレスノート
で情報を共有し実践し、その
都度見直しを図っている。
又、日々のケアプランを個別
に記入している。

利用者様一人ひとりを支える
ため、医療的なことに関して
は24時間対応の訪問看護ス
テーションや往診医に相談・
確認し柔軟に対応している。

　契約時に今までのかかりつけ医を継続することがで
きることを利用者と家族等に説明している。
　協力医療機関は訪問診療を基本とし、週１回看護師
による健康管理を行っている。
　緊急時には管理者が付き添うほか、受診結果は家族
等に電話で報告し、職員会議で情報を共有している。
　協力医療機関以外の受診は家族等の協力を得てい
る。
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○入退院時の医療機関との協働

　利用者が入院した際、安心して
治療できるように、また、できる
だけ早期に退院できるように、病
院関係者との情報交換や相談に努
めている。又は、そうした場合に
備えて病院関係者との関係づくり
を行っている。

○重度化や終末期に向けた方針の
共有と支援

　重度化した場合や終末期のあり
方について、早い段階から本人・
家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しなが
ら方針を共有し、地域の関係者と
共にチームで支援に取り組んでい
る

○急変や事故発生時の備え

　利用者の急変や事故発生時に備
えて、全ての職員は応急手当や初
期対応の訓練を定期的に行い、実
践力を身に付けている

○災害対策

　火災や地震、水害等の災害時
に、昼夜を問わず利用者が避難で
きる方法を全職員が身につけると
ともに、地域との協力体制を築い
ている

年２回消防署の指導のもと総
合訓練をおこなっている。利
用者様、地域の方々へも参加
を呼びかけ、ともに訓練に参
加されている。適宜、消火活
動、火災通報装置の取り扱い
方を確認し、全職員が使用で
きるようにしている。

受診時、入院前には診療情報
提供書、介護サマリーを作
成・提出し、退院時には介護
サマリーをもらっている。
又、常時院内ソーシャルワー
カーとも連携を図っている。

ご本人様やご家族様が望む環
境の中で最期が迎えられるよ
う協力病院の訪問医、訪問看
護との連携を図り、環境体制
を整えている。

事故発生時の対応マニュアル
があり、すぐ閲覧できるよう
にしてある。又、消防署の指
導による応急手当・ＡＥＤの
取り扱い方等の研修にも参加
している。
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　避難訓練はこの１年で１回実施しているが、消
防署の緊急出動により、１部の職員と利用者の
みの参加となっている。
　訓練は通報や避難誘導を実施し、訓練後に反
省点や今後の課題などを管理者と職員で話し
合ったが、近隣住民の参加や夜間想定訓練には
至っていない。
　災害に備え、米や水、卓上コンロ、インスタ
ント食品を備蓄しているが、保管場所は１ヶ所
ではなく、正確な個数や量を把握するには至っ
ていない。

　夜間想定を含み、夜勤勤
務の職員も参加しながら、
緊急連絡網の訓練も合わせ
て、最低年２回行うことを
期待する。
　運営推進会議で働きか
け、避難訓練に地域住民も
参加し、実際に体験しても
らうことを期待する。

　契約時に利用者や家族等に、看取りの体制に
ついて説明し同意を得ており、段階に応じてそ
の都度話し合いを持つこととしている。
　事業所は開設から現在までに１例の看取りを
経験しており、マニュアルは整備されている
が、定期的に内部研修を行なうまでには至って
いない。

　充実したマニュアルが整
備されているので、これに
そった定期的な内部研修を
実施することを期待する。
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Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

○一人ひとりの人格の尊重とプラ
イバシーの確保

　一人ひとりの人格を尊重し、誇
りやプライバシーを損ねない言葉
かけや対応をしている

○利用者の希望の表出や自己決定
の支援

　日常生活の中で本人が思いや希
望を表したり、自己決定できるよ
うに働きかけている

○日々のその人らしい暮らし

　職員側の決まりや都合を優先す
るのではなく、一人ひとりのペー
スを大切にし、その日をどのよう
に過ごしたいか、希望にそって支
援している

○身だしなみやおしゃれの支援

　その人らしい身だしなみやお
しゃれができるように支援してい
る

２ケ月に一度、移動美容院に
来訪してもらい、ご本人様の
希望に沿って利用して頂いて
る。（顔そり・髭剃り）。衣
類はご本人様に選んで頂いて
いる。

食事の時間、散歩、外出、行
事、リハビリ体操、レクリ
エーションの参加、入浴等ご
本人様の思いを尊重してい
る。又、就寝、起床の時間も
同様です。

個人情報開示に関する利用目
的は書面にて同意書を交わし
ている。利用者様の尊厳と人
権擁護を踏まえ理念をもと
に、ケアの在り方を話し合っ
ている。

行事やボランティア訪問時の
参加の有無は一人ひとりの希
望に沿って対応している。
又、ご利用者様の日々の生活
の中で、ご本人様が望むこと
や思いを察するため常にコ
ミュニケーション力を高めて
いる。
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　利用者一人ひとりの尊厳や人格を尊重して
日々支援している。
　個人情報に関する書類は、事務室の鍵のかか
る書棚に保管し、情報漏洩に留意するととも
に、個人情報の利用目的は家族等より書面で同
意を得ている。
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○食事を楽しむことのできる支援

　食事が楽しみなものになるよ
う、一人ひとりの好みや力を活か
しながら、利用者と職員が一緒に
準備や食事、片付けをしている

○栄養摂取や水分確保の支援

　食べる量や栄養バランス、水分
量が一日を通じて確保できるよ
う、一人ひとりの状態や力、習慣
に応じた支援をしている

○口腔内の清潔保持

　口の中の汚れや臭いが生じない
よう、毎食後、一人ひとりの口腔
状態や本人の力に応じた口腔ケア
をしている

○排泄の自立支援

　排泄の失敗やおむつの使用を減
らし、一人ひとりの力や排泄のパ
ターン、習慣を活かして、トイレ
での排泄や排泄の自立に向けた支
援を行っている

毎朝、利用者様と職員が一緒
に野菜の下ごしらえを行なっ
ている。又、片付けやお茶わ
ん拭き等協力して頂いてい
る。毎朝、その日のメニュー
を読み上げて楽しみにしてい
る。

食材は業者から購入している
が、すべての食事のカロリー
が計算されている。毎食毎に
食事の摂取量・水分摂取量の
記録を取っている。個別に禁
食や嗜好等への配慮も行なっ
ている。

口腔ケアマニュアル・チェッ
ク表があり、毎食後個々に合
わせた口腔ケアを実施してい
る。口腔状態に応じて定期的
に協力して頂いている歯科医
に往診してもらっている。

排泄チェック表をもとに一人
ひとりの排泄パターンを把握
し、声かけ誘導を行ない個別
の習慣や力に合わせた介助を
行なっている。日中は全員の
オムツはずしを実施してい
る。
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　職員は排泄チェック表をもとに、利用者一人
ひとりのタイミングに合わせてトイレに誘導し
ている。
　夜間は定期的におむつ交換をしたり、居室に
ポータブルトイレを設置するなどの排泄支援を
している。

　下処理された食材を使用し、１週間毎に届く
献立を毎朝読み上げる事を利用者は楽しみにし
ている。
　職員が利用者の咀嚼能力や嚥下能力に応じて
刻みやペースト状にして提供している。
　毎朝職員と利用者は一緒に下ごしらえをして
いる。
　イベント時には職員の手作りケーキを食べた
り、利用者個別に外食を楽しむこともある。
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○便秘の予防と対応

　便秘の原因や及ぼす影響を理解
し、飲食物の工夫や運動への働き
かけ等、個々に応じた予防に取り
組んでいる

○入浴を楽しむことができる支援

　一人ひとりの希望やタイミング
に合わせて入浴を楽しめるよう
に、職員の都合で曜日や時間帯を
決めてしまわずに、個々に応じた
入浴の支援をしている

○安眠や休息の支援

　一人ひとりの生活習慣やその
時々の状況に応じて、休息した
り、安心して気持ちよく眠れるよ
う支援している

○服薬支援

　一人ひとりが使用している薬の
目的や副作用、用法や用量につい
て理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

○役割、楽しみごとの支援

　張り合いや喜びのある日々を過
ごせるように、一人ひとりの生活
歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援を
している

排泄表にて水分摂取量に気を
つけて管理し、適度な運動、
腹部マッサージの体操を行
なっている。又、個別に乳酸
飲料を摂るように支援してい
る。
基本的に午後からの入浴です
が、希望があれば毎日でも入
れるようにしている。又、フ
ロに入る順番等考慮してい
る。

夜勤日誌で利用者様一人ひと
りの睡眠パターンを把握して
いる。日中は活動を促し、夜
に安眠できるように心掛けて
いるが、日中も個人の生活習
慣や体調を考慮し、個別に居
室で休んで頂いている。

カーデックスに薬情をとじ、
新たな処方による内服変更時
にはプログレスノートにて周
知し症状の変化等記録してい
く。又、薬は日付毎に分包
し、毎回服薬チェックを行
なっている。

利用者様の個々の得意な家
事、レクレーション、趣味を
楽しんで頂いている。利用者
様の希望に応じ週刊誌の宅配
や乳酸飲料の購入等も行なっ
ている。又、色々なボラン
ティアの訪問や月毎の行事を
心待ちにしている方も多い。
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　入浴は基本的に午後で、週２回から３回を目安にし
ているが、利用者の状態や希望にそって入浴日や時間
帯を変えるなど、個々に応じた支援をしている。
　入浴を拒む利用者には、「散歩に行ってみましょ
う。ここに温泉がありますね。」などと利用者と会話
をしながら風呂場へ誘導するなど、工夫している。
　１番風呂が好きな利用者が重なった時には、１ヶ月
毎に順番を変更するなどして、気持ち良く入浴ができ
るよう工夫している。
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○日常的な外出支援

　一人ひとりのその日の希望に
そって、戸外に出かけられるよう
支援に努めている。また、普段は
行けないような場所でも、本人の
希望を把握し、家族や地域の人々
と協力しながら出かけられるよう
に支援している

○お金の所持や使うことの支援

　職員は、本人がお金を持つこと
の大切さを理解しており、一人ひ
とりの希望や力に応じて、お金を
所持したり使えるように支援して
いる

○電話や手紙の支援

　家族や大切な人に本人自らが電
話をしたり、手紙のやり取りがで
きるように支援をしている

○居心地のよい共用空間づくり

　共用の空間（玄関、廊下、居
間、台所、食堂、浴室、トイレ
等）が、利用者にとって不快や混
乱をまねくような刺激（音、光、
色、広さ、温度など）がないよう
に配慮し、生活感や季節感を採り
入れて、居心地よく過ごせるよう
な工夫をしている

事務所の電話にて気軽に使用
できるよう対応している。手
紙の郵便手続きを代行した
り、個別に代筆も行なってい
る。

Ａ棟、Ｂ棟共に天井が非常に
高く日差しが入り明るい空間
の中で食事やお茶・おやつの
時間帯には音楽を流してい
る。又、ホールには利用者様
が描いた絵画や利用者様と一
緒に作成したカレンダーや季
節感のある貼り絵を飾ってい
る。

家族会や行事等に移動販売業
者に来て頂いて買い物を楽し
んでもらっている。

利用者様の一人ひとりのその
日の希望にそって、庭やウッ
トデッキでの日光浴や、散
歩、買い物等戸外に出る機会
を設けている。又、個別で月
に１度程度家族と外食や買い
物が出来るようにしている。

51

52 19

49 18

50

　天気の良い日には、利用者個別の希望にそっ
て、庭やウッドデッキで日光浴をしている。
　管理者と一緒に近所のコンビニエンススト
アーに買い物に行くなどの外出支援をしたり、
地域の公園に桜の花見に出かけたりしている。
　希望があれば、月１回程度家族等と一緒に外
食や買い物ができるよう支援している。

　居間兼食堂は大きな窓で光を取り入れ、庭が
見えることから季節を感じることができる。
　壁には職員と利用者が一緒に制作した、折り
紙作品を飾っている。
　食事やおやつの時間には唱歌等の音楽を流
し、穏やかな空間づくりに努めている。



☆この評価は、受審事業所が自主的なサービス改善を行う努力を支援するための評価であり、調査当日の事業所の状況や提出された書類に基づいて評価したものです。
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自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

外　部　評　価

○共用空間における一人ひとりの
居場所づくり

　共用空間の中で、独りになれた
り、気の合った利用者同士で思い
思いに過ごせるような居場所の工
夫をしている

○居心地よく過ごせる居室の配慮

　居室あるいは泊まりの部屋は、
本人や家族と相談しながら、使い
慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるよ
うな工夫をしている

○一人ひとりの力を活かした安全
な環境づくり

　建物内部は一人ひとりの「でき
ること」や「わかること」を活か
して、安全かつできるだけ自立し
た生活が送れるように工夫してい
る

全室バリアフリーであり、要
所に手すりが付いている。
又、各居室には名札を提示し
ている。居室内は家具やベッ
ドの配置を工夫し、安全に過
ごせるよう配慮している。

利用者様が個々に使い慣れた
馴染みの家具類を持ち込まれ
たり、ご家族やご本人様の昔
や最近の写真を飾っている方
もいる。又誕生日会でのプレ
ゼントを置いたりしている。

室内では和室（Ａ棟）やソ
ファでのくつろぎスペースを
設けている。又天気の良い日
にはウッドデッキや中庭でお
茶を飲んだり歌も楽しめま
す。

55

53

54 20

　居室にはエアコンやベッド、カーテン、ク
ローゼットが備え付けられており、希望によっ
て使い慣れた家具や家族写真等を持ち込むん
で、居心地良く暮らせるよう工夫している。
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Ⅴ　アウトカム項目

1,ほぼ全ての利用者の

○ 2,利用者の2/3くらいの

3,利用者の1/3くらいの

4,ほとんど掴んでいない

○ 1,毎日ある

2,数日に１回程度ある

3,たまにある

4,ほとんどない

○ 1,ほぼ全ての利用者が

2,利用者の2/3くらいが

3,利用者の1/3くらいが

4,ほとんどいない

1,ほぼ全ての利用者が

○ 2,利用者の2/3くらいが

3,利用者の1/3くらいが

4,ほとんどいない

1,ほぼ全ての利用者が

2,利用者の2/3くらいが

3,利用者の1/3くらいが

○ 4,ほとんどいない

1,ほぼ全ての利用者が

○ 2,利用者の2/3くらいが

3,利用者の1/3くらいが

4,ほとんどいない

1,ほぼ全ての利用者が

○ 2,利用者の2/3くらいが

3,利用者の1/3くらいが

4,ほとんどいない

1,ほぼ全ての家族と

○ 2,家族の2/3くらいと

3,家族の1/3くらいと

4,ほとんどできていない

56

57

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面がある。
（参考項目：18,38）

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている
（参考項目：49）

58

59

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとした表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安なく過ごせている。
（参考項目：30,31）

62

63

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている。
（参考項目：9,10,19）
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1,ほぼ毎日のように

2,数日に１回程度ある

○ 3,たまに

4,ほとんどない

1,大いに増えている

○ 2,少しずつ増えている

3,あまり増えていない

4,全くいない

1,ほぼ全ての職員が

○ 2,職員の2/3くらいが

3,職員の1/3くらいが

4,ほとんどいない

1,ほぼ全ての利用者が

○ 2,利用者の2/3くらいが

3,利用者の1/3くらいが

4,ほとんどいない

1,ほぼ全ての家族等が

○ 2,家族等の2/3くらいが

3,家族等の1/3くらいが

4,ほとんどいない

68

66

67

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスにおおむね満足していると思う。

64

65

通いの場やグループホームに馴染みの人や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、事業所の
理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）



（様式４）

事業所名　グループホームはなぞの

作成日　  平成２７年１１月１４日

【目標達成計画】

優
先
順
位

項
目
番
号

現状における
問題点、課題

目　　標
目標達成に向けた
具体的な取組み内容

目標達成に
要する期間

1 6

身体拘束をしないケアの
実践体制の不正備

身体拘束をしないケ
アの取り組みの実践

毎月開催しているスタッフ
会議や各棟カンファレンス
等で定期的に研修を実践す
る。同意書等書類の整備を
する。

１２か月

2 10

運営に関する家族の意見
や要望の反映の不正備

家族等できるだけ全
員の意見や要望を反
映させて運営する。

定期的な家族会の実施と欠
席家族への報告。又、年１
回の無記名アンケートの実
施をする。

１２か月

3 33

終末期に向けた体制の不
正備

終末期に向けた方針
の共有と支援の確立
と実践

毎月開催しているスタッフ
会議や各棟カンファレンス
等で定期的に研修を実践す
る。

１２か月

4 35

災害時の訓練での地域住
民の参加と夜間想定の対
策体制の不正備

災害対策時の協力体
制の確立

運営推進会議で地域住民に
参加していただくよう働き
かけをする。年２回の訓練
実施のうち１回は夜間想定
の訓練を実施する。

１２か月

5

注１）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注２）項目数が足りない場合は、行を追加すること。

　　目　標　達　成　計　画
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